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Many color reactions have been developed and utilized in identification and determination of 
cannabis sativa L. and cannabinoids.  However, many false positive cases have been reported 
sometimes in field tests.  This review summarizes usefulness, limitations and mechanisms of the color 











麻の確認法としては古典的なものであり、厳密な確認には薄層クロマトグラフィ  ー (TLC)、ガスクロマトグ
ラフィ  ー (GC)、ガスクロマトグラフィー／マススペクトロメトリ  ー (GC/MS) および液体クロマトグラフ
ィー／マススペクトロメトリ  ー (LC/MS) などを併用することが必要である。 
 本稿では、大麻の主要な呈色反応について、その特徴や有用性および問題点や限界について呈色機構を含
めて解説する。 
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ノール (THC) とは異なることが示唆され、その作用を持たないカンナビジオール (CBD) であることが明
らかにされた。これまでにビーム反応に対して陽性を示す大麻成分としては、CBD の他にカンナビジオー
ル酸 (CBDA)、カンナビゲロール (CBG)、カンナビゲロール酸 (CBGA) などが知られている 38) (Fig. 1)。
いずれも構造中に2個の遊離フェノール性水酸基を有する化合物である。CBGおよびCBGAは、大麻中で




 Mechoulam ら 40)は、ビーム反応により CBD から生成する呈色物質として、CBD hydroxyquinone 
(CBDHQ) およびその2量体の陰イオンを報告した (Fig. 1)。CBDHQは、CBDの空気酸化生成物として



































































ノア試薬（0.06 g のアセトアルデヒドおよび0.4 g  のバニリンを20 mLの95% エタノールに溶解したも
の）と鉱酸（濃塩酸）の存在下に縮合し、呈色するものである。1938 年にデュケノアが最初に報告した方
法 31,49)は、大麻抽出物に、デュケノア試薬 2 mLを加え、さらに濃塩酸 2 mLを追加し混和すると、最初に







































 KorteおよびSieper60)は、Fast Blue Bによるカンナビノイドの呈色反応が他の大麻検出試薬よりもより
高感度であることを報告し、薄層クロマトグラフィ  ー (TLC) の発色試薬として利用した。この他、Aramaki
ら 61)、Turkら 62)、渡辺 63)などによってもFast Blue Bが大麻成分の検出試薬として有用であることが確認
された。また、De Faubert Maunder55,64) は、各種ジアゾ試薬を用いて、鋭敏度、色調、呈色速度を比較検
討した結果、Fast Blue Bが最も有用であり、現場での大麻の確認反応として適していることを報告した。
さらに、彼は「ろ紙上に微量の試料（約1 mg）をとり、石油エーテル1~3滴を滴下し抽出物をろ紙にしみ
込ませた後、微量のFast Blue B粉末、さらに水1滴を加える」という簡易鑑定法を報告した 65)。この方法
を用いて241種のハーブ製品や生薬等について検討した結果、ナツメグとニクズクは大麻類似の反応を示し
たが、他のものは全て陰性であり、大麻の簡易鑑定法として有用であると報告した。著者ら 66)は、各種ジア
ゾ試薬を検討した中でFast Blue BよりもFast Blue BBの方がむしろ高感度であることを明らかにし、
TLCによるTHCの定量法を報告している。また、著者らは、長年0.1% Fast Blue BB水溶液をTLCにお































2) フルフラール反応 70) 
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